


























まとめ 

医師サイドからみると,理想的な母子保健医療の実現のために,各施設とも十分な熱意のも

とに妊婦管理に取り組んでいることがうかがわれる。ことに,近年の新しいテクノロジーに

基づく種々の検査の普及はそれを物語るものであろう。しかしながら,助産婦サイドから今

回の結果を考えた場合,その職務として分娩介助と共に重要な柱である妊産褥婦の保健指

導に対して助産婦が力を発揮できる体制が充分整っているとはいえないようである。各施

設の性格の違いや,医師の考え方の相違もあり,必ずしも現状を改める必要があるとはいえ

ないが,保健指導を助産婦に委ねる分,医師がより密度の高い妊婦の診察を行なえるとすれ

ば,そのこともまた母子保健の向上につながるものと思われる。次年度はこのことを念頭に

おいて,施設種別,規模の相違により,さらに詳細に分析を加えて行きたい。 


